
－2－           ■ 特集：2012 年 5 月金環日食に向けて ■ 

 

天文教育 2012 年 3 月号（Vol.24 No.2） 

 

「2012 年金環日食特集」にあたって  
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2012 年 5 月 21 日（月）の朝、日本全域を

含む広い範囲で日食が起こる（図 1）。なかで

も、多くの人々が居住する九州南部・四国の

大部分・紀伊半島から関東付近にかけた帯状

の範囲（金環帯と呼び、神戸・大阪・京都・

名古屋・横浜・東京などを含む）では、太陽

の周辺部分以外を月が隠し、太陽の縁のみが

リング状に輝く「金環日食」が起こる。日本

のその他の地域でも太陽が大きく欠ける「部

分日食」となり、その欠け具合は前述の帯状

の地域に近いほど大きくなる。日本で金環日

食が起こるのは、1987 年に沖縄地方で見られ

て以来 25 年ぶりであるが、東京（都心）に

限れば、1839 年 9 月 8 日以来 173 年ぶり、

大阪では 282 年ぶり、名古屋では、実に 932

年ぶりの現象になる。 

この日食は、観察地点によりその見え方は

違ってくるが、おおむね午前６時すぎに始ま

り、午前 9 時すぎに終わる。金環食になるの

は午前 7 時半頃で、金環食の継続時間は国内

で一番長い地点で 5 分間程度である。 

この金環日食の最大の特徴は、金環日食の

起こる金環帯の領域に、日本人口のおよそ 3

分の 2、約 8300 万人の方々が居住している

ことにある。これだけ広範囲で金環日食が起

こるのは 1080 年 12 月 14 日以来 932 年ぶり

であるが、現在の日本の人口を考えると、今

回の金環日食は日本史上最も多くの人々が観

察できる金環日食であると言うことができる。 

 日食は顕著な天文現象であり、その観察か

ら、宇宙における地球・月・太陽の位置や運

動を実体験できるという非常に貴重な機会で

ある。このため、大人の方々はもちろんのこ

と、特に児童や生徒達にとっては、自然科学

 
図 1 日食予報地図[1] 

 

への興味関心や学習への強い動機付けになる

と考えられる。しかし、観察の対象が極めて

明るい太陽であること、また、今回の金環日

食が平日（月曜日）の始業前の時刻に起きる

ことから、この日食を観察する際には、さま

ざまな観点からの配慮が必要になる。 

 「2012 年金環日食特集」では、天文教育普

及研究会の「日食の安全な観察推進ワーキン

ググループ」[2]による 3 つの掲載記事を始め、

短い期間に多くの投稿を頂いた。大きく分け

て、金環日食の安全な観察についての情報提

供、金環日食のおもしろい観察法について、

そして、日食に関わる「うんちく」や「エピ

ソード」などである。 
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 今回の金環日食の最大の特徴は、金環日食

が観察可能な地域に居住している人が最も多

いということである。「こんな事しかないの

か」と思わないでほしい。多くの人々が観察

できるということは、その体験の「記憶」が

長く人々と共有できるという事である。 

例えば、現在、60 歳以上の世代では、今か

ら 54 年前の起きた八丈島金環日食を記憶さ

れている方々が実に多い。この世代の多くの

人々が、日食のたびに、小さな頃、「ガラス板」

にススを付けて[3]皆既日食[4]を観察したな

どと話されるのを聞く度に、ひとつの天文現

象がその世代間で共有できている「うらやま

しさ」を感じることがある。そして、このよ

うなチャンスが、今年の金環日食なのだ[5]。

特に、児童・生徒達にとっては、かけがえの

ない機会であろう。このすばらしいチャンス

に、是非とも多くの人々が、特に子供たちが

「安全に」金環日食感動を体験していただき

たいと願っている 

 ところで、最後に私ごとを書かせていただ

きたい。私は、大学時代に長く仙台に住んで

いた。このころ、美しい星空を求めて、仙台

平野の東に広がる海岸線にでかけていた。そ

の後、神戸・明石に移動した時に阪神淡路大

震災が起き、そして逃げるように、その翌年

に、職を求めて長野へ移動した。そして、昨

年 2011 年 3 月 11 日、三陸沖を震源とするマ

グニチュード 9.0 の平成 23 年東北地方太平

洋沖地震が発生し、これに伴う非常に大きな

津波によって、沿岸部では多くの人命が失わ

れ、甚大な被害を被った。さらに、原発事故

も起こり、現在の東北の人々が置かれている

厳しい状況に胸の痛む思いが続いている。 

 このような状況下で、私は、多くの子供た

ちが、この巨大地震を想定できなかった「科

学」に懐疑の目を向けたり、原発事故を起こ

した「科学技術」に不信感を持つようになっ

たりするのではないかと危惧しているのだ。

その意味でも、今回の金環日食は、科学的に

予測されたどおりに起きることを確かめ、か

つ、実際に感動的な自然現象をしっかりと自

分の目で見てもらうことが、そうして、自分

の体験として感じてもらう事が、「科学」や

「自然」に再び興味を取り戻してもらえる大

きなチャンスではないかと考えています。ま

た、多くの国民がこの金環日食を通して同時

に空を見上げていることを「感じて」いただ

きたいのです。そうして、福島や東北の人々

の「心」の震災復興への、なにかしらの、手

助けが出来ればとも考えています。 

 天文教育普及研究会の会員の皆様が、この

日食を使って有効な教育活動を展開してほし

いと考えています。それらに、これらの記事

が役立つことを期待しています。 

 

注脚 

[1] 2012 年金環日食日本委員会の web より

ダウンロードしてポスターとして使用で

きる。 

http://www.solar2012.jp/hazard/map2.pdf 

[2] 元「世界天文年プロジェクト WG」であ

る。現「日食の安全な観察推進 WG」のメ

ンバーの多くが、日本天文協議会の WG の

ひとつ、2012 年金環日食日本委員会の委員

と重複している。 

[3] ススを付けたガラス板では、ススの濃度

のむらが大きいので日食観察では推奨で

きません（本特集の齋藤ほかの記事参照）。 

[4] もちろん「皆既日食」ではなく「金環日

食」（食分の大きな部分日食）であるが、

なぜか、「皆既日食」を見たという方が多

い。 

[5] 2012 年金環日食は、54 年前の八丈島金

環日食（1958 年 4 月 19 日）から 3 サロス

目の現象に当たっている。 

 

 


